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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 1日 (2007.3.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 使 用 す る ポ リ エ ス テ ル ア ク リ レ ー ト は 、 例 え ば 以 下 の 方 法 で 得 る こ と が で き る
。
　 （ １ ） ジ カ ル ボ ン 酸 化 合 物 と 、 分 子 内 に ２ つ 以 上 の 放 射 線 硬 化 性 官 能 基 及 び １ つ 以 上 の
Ｏ Ｈ 基 を 有 す る 化 合 物 と を 反 応 さ せ る 。
　 ジ カ ル ボ ン 酸 化 合 物 １ モ ル に 対 し て 、 分 子 内 に ２ つ 以 上 の 放 射 線 硬 化 性 官 能 基 及 び １ つ
の Ｏ Ｈ 基 を 有 す る 化 合 物 ２ モ ル を 反 応 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
　 （ ２ ） 分 子 末 端 に カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る エ ス テ ル プ レ マ ー に 分 子 内 に ２ つ 以 上 の
放 射 線 硬 化 性 官 能 基 及 び １ つ 以 上 の Ｏ Ｈ 基 を 有 す る 化 合 物 を 反 応 さ せ る 。
　 ジ カ ル ボ ン 酸 化 合 物 １ モ ル に 対 し て 、 分 子 内 に ２ つ 以 上 の 放 射 線 硬 化 性 官 能 基 及 び １ つ
の Ｏ Ｈ 基 を 有 す る 化 合 物 ２ モ ル を 反 応 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た ジ カ ル ボ ン 酸 化 合 物 と し て は 、 分 子 末 端 に カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る エ ス テ ル プ レ

マ ー を 用 い る こ と も で き る 。 上 記 エ ス テ ル プ レ ポ リ マ ー は 、 グ リ コ ー ル に 対 し て 過 剰 な
ジ カ ル ボ ン 酸 成 分 を 脱 水 縮 合 反 応 さ せ て 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 放 射 線 硬 化 層 の 平 均 粗 さ （ Ｒ ａ ） は 、 カ ッ ト オ フ 値 ０ ． ２ ５ ｍ に お い て 、 １ ～ ３ ｎ ｍ
が 好 ま し い 。 上 記 範 囲 内 に あ る と 、 塗 布 工 程 で パ ス ロ ー ル へ の 張 り 付 き 故 障 を 起 こ す こ と
が な く 、 ま た 、 十 分 な 磁 性 層 の 平 滑 性 が 得 ら れ る の で 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 発 明 の 非 磁 性 層 の 厚 さ は 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ３ ． ０ μ ｍ で あ り 、 ０ ． ３ ～ ２ ． ５ μ
ｍ で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 ０ ． ４ ～ ２ ． ０ μ ｍ で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 な お 、
本 発 明 の 磁 気 記 録 媒 体 の 非 磁 性 層 は 、 実 質 的 に 非 磁 性 で あ れ ば そ の 効 果 を 発 揮 す る も の で
あ り 、 例 え ば 不 純 物 と し て 、 あ る い は 意 図 的 に 少 量 の 磁 性 体 を 含 ん で い て も 、 本 発 明 の 効
果 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 の 磁 気 記 録 媒 体 と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 と み な す こ と が で き る
。 な お 、 実 質 的 に 同 一 と は 、 非 磁 性 層 の 残 留 磁 束 密 度 が １ ０ （ １ ０ ０ Ｇ ） 以 下 ま た は
抗 磁 力 が ７ ． ９ ６ ｋ Ａ ／ ｍ （ １ ０ ０  Ｏ ｅ ） 以 下 で あ る こ と を 示 し 、 好 ま し く は 残 留 磁 束
密 度 と 抗 磁 力 を 持 た な い こ と を 意 味 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
VIII． 物 理 特 性
　 本 発 明 に 用 い ら れ る 磁 気 記 録 媒 体 の 磁 性 層 の 飽 和 磁 束 密 度 は 、 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ （ １
， ０ ０ ０ ～ ３ ， ０ ０ ０ Ｇ ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 磁 性 層 の 抗 磁 力 （ Ｈ ｒ ） は 、 １ ４
３ ． ３ ～ ３ １ ８ ． ４ ｋ Ａ ／ ｍ （ １ ， ８ ０ ０ ～ ４ ， ０ ０ ０ Ｏ ｅ ） で あ る こ と が 好 ま し い が 、
よ り 好 ま し く は １ ５ ９ ． ２ ～ ２ ７ ８ ． ６ ｋ Ａ ／ ｍ （ ２ ， ０ ０ ０ ～ ３ ， ５ ０ ０ Ｏ ｅ ） で あ る
。 抗 磁 力 の 分 布 は 狭 い 方 が 好 ま し く 、 Ｓ Ｆ Ｄ お よ び Ｓ Ｆ Ｄ ｒ は 好 ま し く は ０ ． ６ 以 下 、 さ
ら に 好 ま し く は ０ ． ２ 以 下 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 磁 性 層 の Ｔ Ｏ Ｐ Ｏ － ３ Ｄ の ｍ ｉ ｒ ａ ｕ 法 で 測 定 し た 中 心 面 表 面 粗 さ Ｒ ａ は 、 好 ま し く は
４ ． ０ ｎ ｍ 以 下 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ３ ． ０ ｎ ｍ 以 下 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ． ０
ｎ ｍ 以 下 で あ る 。 磁 性 層 の 最 大 高 さ Ｓ Ｒ m a x は 、 ０ ． ５ μ ｍ 以 下 、 十 点 平 均 粗 さ Ｓ Ｒ ｚ は
０ ． ３ μ ｍ 以 下 、 中 心 面 山 高 さ Ｓ Ｒ ｐ は ０ ． ３ μ ｍ 以 下 、 中 心 面 谷 深 さ Ｓ Ｒ ｖ は ０ ． ３ μ
ｍ 以 下 、 中 心 面 面 積 率 Ｓ Ｓ ｒ は ２ ０ ～ ８ ０ ％ 、 平 均 波 長 Ｓ λ ａ は ５ ～ ３ ０ ０ μ ｍ が 好 ま し
い 。 磁 性 層 の 表 面 突 起 は ０ ． ０ １ ～ １ μ ｍ の 大 き さ の も の を １ ０ ０ μ ｍ 当 た り ０ ～ ２ ，
０ ０ ０ 個 の 範 囲 で 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 電 磁 変 換 特 性 、 摩 擦 係 数
を 最 適 化 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら は 支 持 体 の フ ィ ラ ー に よ る 表 面 性 の コ ン ト ロ ー ル や
磁 性 層 に 添 加 す る 粉 末 の 粒 径 と 量 、 カ レ ン ダ 処 理 の ロ ー ル 表 面 形 状 な ど で 容 易 に コ ン ト ロ
ー ル す る こ と が で き る 。 カ ー ル は ± ３ ｍ ｍ 以 内 と す る こ と が 好 ま し い 。
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